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1癩繋薙妻藝懇灘欝欝鶴織護　心勲響蒲

響
慧

　
　
　
　
　
、

日
時
　
一
月
二
日

　
　
午
前
九
時
半
よ
り

　
　
　
　
ー
大
集
会
室

　
　
　
一
人
五
〇
〇
円

　
二
十
七
日
ま
で
に
会

　
費
を
添
え
て
公
民
館

　
へ

、
会
場
　
総
合
セ
ン
タ

、
会
費

、
申
し
込
み
　
十
二
月

◇
色
気
よ
り
喰
気

◇
い
か
も
ん
喰
い

◇
瓜
二
つ

◇
女
や
ご
め
に
花
が
咲
く

◇
鬼
が
出
る
か
蛇
が
出
る
か

◇
親
が
死
ん
で
も

　
食
や
す
み

◇
お
み
き
あ
が
ら

　
ぬ
神
は
な
い

◇
鳥
に
ぶ
つ
け
る
土
で
も
ね
え

◇
曝
と
畳
は
新
し
い
ほ
ど
い
い

◇
茸
の
出
る
と
こ
は
親
子
で
も
教
え
ら

　
ん
ね
え

◇
糞
（
く
そ

　
だ

）
の
話
が
出
れ
ば
寝
し
ま

難W糞痴
畢
繹
貿

禦
㎜
旗

鱗
〉
一
り
く
Y
り
〈
〉
．
H
．
〈

Y
り
〈
Y
H
λ
〉
．
・
、
〈

◇
四
苦
八
苦

◇
＋
年
ひ
と
昔

◇
し
ゃ
く
し
定
規

◇
子
種
と
芋
種
は
か
く
さ
ん
ね
え

◇
玉
に
暇

◇
ど
っ
ち
も
こ
っ
ち

　
　
　
　
　
　
　
◇
苗
代
（
な
が
し

　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
）
ど
き
は
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
と
ら
（
一
人
）

定
夫
採
集

　
　
　
　
　
　
　
　
婿
が
逃
げ
る

◇
根
堀
り
葉
堀
り

◇
馬
鹿
と
い
ん
（
犬
）
は
か
ぜ
ひ
か
な

　
い

◇
馬
鹿
の
さ
っ
ぺ
え
じ
る
（
三
杯
汁
）

◇
ひ
さ
し
を
貸
し
て
母
屋
を
と
ら
れ
る

◇
親
は
な
く
と
も
子
は
育
つ

．
、
郎
　
　
村
民
娯
楽
大
会
を
次
の

　
肉
通
り
計
画
い
た
し
て
お
り

蓄
す
・

　
〈　

二
、
日
時

　
仏

　
ん
　
　
　
　
一
月
二
十
二
日

　
仏
　
　
午
前
九
時
よ
り

　
　
一
、
種
目
　
囲
碁
、
将
棋

　
　
　
　
百
人
一
首
、
麻
雀

　
　
一
、
場
所

　
　
　
　
　
　
総
合
セ
ン
タ
i

　
　
一
、
申
し
込
み
　
一
月
二

　
　
　
　
十
五
日
ま
で
に
公
民

　
　
　
　
館
へ

’
ー
、
　
　
　
（
電
話
2
4
9
3
）

‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡

阿
部
栄
吉
氏
か
ら

保
護
世
帯
へ
か
ん

じ
き
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
新
屋
敷
の
阿
部
栄
吉
さ
ん
よ
り
生
活

保
護
世
帯
へ
と
、
こ
れ
か
ら
の
雪
に
そ

な
え
、
か
ん
じ
き
を
寄
付
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
　
人
生
往
来

◎
産
声

服
部
　
勲
　
　
守

瀬
切
則
行
　
　
一
雄

渡
辺
進
吾
　
義
和

樋
口
　
絹
代
　
　
進
　
三

吉
楽
美
穂
　
信
彦

高
野
賢
太
　
三
郎

◎
高
砂

　
新
郎
　
滝
沢
　
　
清
（
一
…

｛　
新
婦
　
高
橋
千
代
子
（
二
六
）

　
新
郎
　
滝
沢
　
　
勉
（
雪
）

｛　
新
婦
　
小
見
山
敦
子
（
…
）

　
新
郎
　
太
島
康
太
郎
（
三
）

｛　
新
婦
　
桑
原
　
い
み
（
三
〇
）

　
新
郎
　
小
山
憲
一
郎
（
三
一
）

｛　
新
婦
　
樋
口
美
干
江
（
量
）

◎
昇
天

鈴
木
　
清
作
　
　
（
奎
）

桑
原
　
ミ
ヤ
　
　
（
八
四
）

樋
ロ
　
ミ
ヨ
　
　
（
六
五
）

山
本
　
政
治
　
　
（
四
九
）

如
来
寺

芋
　
沢

高
道
山

通
り
山

宮
中

芋
　
沢

十小十芋小田小田日　日　千　 出
幣原幣沢常代町代

　／」・角重
桂

　原間地

阿
部
幸
一

（
七
五
）
　
　
新
屋
敷
　
　
太
島

岡
　
（
四
六
）
　
芋
沢
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私たちの村
人　口 7，305（一8）

男 3，626（一4）

女 3，679（一4）

世帯数 、1，671（±O）

劉

11月30日現在
　　　　　　　　「

袴

『 ＝
＝
三
i
…
…
±
三

　 …
ご

【≡…ヨ　　『。

≡≡　一 ＝ …

一二　『

　一

励『
二
一

艦 マ

発行所

新潟県中魚沼郡i
　　　　　　　し中里村公民舘・
　　　　　　　：
毎月1回25日1
定価　1部　5円1

f
8
6
，
0
1
8
『
ー
－
ー
置
1
『
」

12

驚
．

」
　
　
「
い
い
天
気
だ
の
ー
」
　
そ
う
し
う

　
言
葉
が
師
走
の
あ
い
さ
つ
に
な
っ
て
し

　
ま
っ
た
よ
う
で
し
た
。
こ
ん
な
日
が
続

　
く
と
せ
め
て
正
月
ま
で
と
か
欲
張
っ
て

　
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
ば
か
り
は

　
思
う
に
ま
か
せ
ま
せ
ん
の
で
一
日
で
も

｝
根
雪
が
遅
く
な
れ
ば
も
う
け
も
の
と
い

｝
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
・
そ
れ
に
し
て

　
も
こ
れ
ほ
ど
暖
い
と
つ
い
「
雪
が
無
け

　
れ
ば
い
い
と
こ
ろ
な
ん
だ
が
ね
え
」
な

　
ど
と
い
う
言
葉
が
も
れ
そ
う
で
す
。
も

　
し
こ
の
地
方
に
雪
が
降
ら
な
け
れ
ば
生

　
活
様
式
や
人
間
性
は
ど
ん
な
風
に
変
っ

　
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。
雪
は
春
に

な
る
と
全
て
の
垢
を
洗
い
流
し
て
く
れ

　
る
よ
う
で
す
が
、
人
間
ま
で
浄
化
し
て

は
く
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
さ
て
今
冬
の
村
内
主
要
道
路
の
除
人

圧
）
雪
計
画
が
き
ま
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
関
係
機
関
で
は
除
雪

作
業
の
能
率
化
と
安
全
の
た
め
住
民
の

皆
様
に
次
の
点
に
つ
い
て
御
協
力
を
よ

び
か
け
て
い
ま
す
。

▼
道
路
（
道
路
敷
を
含
む
）
に
工
作
物

の
設
置
（
雪
囲
い
）
は
、
原
則
と
し
て

道
路
法
に
基
き
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

冬
本
番
に
向
け
て

　
　
　
い
つ
で
も
出
動
で
き
ま
す

　
　
　
　
　
ー
今
冬
の
除
雪
計
画
よ
り
I

　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
、

雪
国
の
特
殊
性
に
ょ
り
真
に
止
む
を
得

な
い
も
の
は
、
許
可
申
請
書
及
び
図
面

を
役
場
経
由
で
土
木
事
務
所
へ
提
出
し

て
下
さ
い
。

▼
各
戸
の
出
入
口
は
、
除
雪
作
業
で
ふ

さ
が
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
御

迷
惑
で
も
各
戸
に
お
い
て
手
直
し
、
入

口
の
両
側
に
積
上
げ
て
下
さ
い
。

▼
屋
根
の
雪
お
ろ
し
は
積
重
ね
整
理
し

車
道
部
は
二
車
線
又
は
一
車
線
を
必
ず

確
保
す
る
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
除
雪
作
業
中
は
危
険
で
あ
り
ま
す
か

ら
係
員
の
指
示
に
従
い
、
機
械
に
接
近

し
な
い
よ
う
、
特
に
子
供
さ
ん
は
絶
対

に
近
寄
ら
せ
な
い
よ
う
皆
様
の
監
視
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
車
は
車
庫
へ
。
除
雪
対
象
路
線
に
自

動
車
を
駐
車
及
び
放
置
し
な
い
で
下
さ

い
。
待
避
所
も
同
様
お
願
い
し
ま
す
。

特
に
夜
間
駐
車
又
は
放
置
さ
れ
た
が
為

に
事
故
の
原
因
と
な
り
、
又
除
雪
作
業

遂
行
不
能
の
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

▼
新
潟
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
第
十

三
条
一
項
で
、
道
路
に
雪
を
捨
て
る
こ

と
を
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
屋
根

の
雪
お
ろ
し
は
、
部
落
毎
に
一
斉
に
お



q
題
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ろ
す
よ
う
日
を
定
め
て
、
土
木
事
務
所

又
は
役
場
建
設
課
と
連
絡
を
密
に
し
て

実
施
し
て
下
さ
い
。

▼
そ
の
他
作
業
上
い
ろ
い
ろ
皆
様
の
ご

協
力
を
要
す
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
御
協
力
下
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
除
雪
に
つ
い
て
の
御
注
意
御
希
望
は

左
記
に
御
連
絡
下
さ
い
。

　
十
日
町
土
木
事
務
所

　
　
　
電
話
　
十
日
町
七
－
五
五
一
一

　
中
里
村
役
場
　
電
話
　
　
二
五
一
一

冬期除、圧雪路線計画図

　　　　　　（中里村）

昭和52年度

議
会
構
成
変
わ
る

　
十
二
月
十
五
日
の
村
議
会
に
お
い
て

議
長
、
副
議
長
お
よ
び
常
任
委
員
が
次

の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

議
長
　
　
小
林
豊
政

副
議
長
　
　
南
雲
　
宗
司

▽
総
務
文
教
委
員
会

◎
上
原
国
一
　
〇
服
部
安
二
郎

　
吉
楽
実
太
郎
　
　
広
田
　
寛
吾

▽
農
業
経
済
委
員
会

◎
山
本
　
茂
穂
　
○
山
田
　
虎
一

　
広
田
　
謙
治
　
　
高
橋
　
忠
雄

▽
社
会
厚
生
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
1

旨
一
畦
「
4
團
■
『
目

㊥

難
ρ
、
乞
．
匿

◎
吉
楽
　
富
徳
　
○
村
山
　
善
作

　
中
島
　
麺
治
　
　
山
田
　
章
次

　
　
　
　
　
　
　
　
（
監
査
委
員
）

▽
建
設
委
員
会

◎
山
岸
己
之
政
　
○
斎
喜
　
文
平

　
大
島
　
芳
信
　
　
南
雲
　
宗
司

※
◎
印
は
委
員
長
　
○
印
は
副
委
員
長

荒犀

ミさコ

・
黛

れ
た
方
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。
任
期

は
一
二
年
間
。
秘
密
は
か
た
く
守
り
ま
す
。

相
談
し
た
い
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮

な
く
ど
う
ぞ
。

新
し
い
民
生
・

児
童
委
員
の
紹
介

　
民
生
、
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
度
、
民
生
・
児
童
委
員
に
委
嘱
さ

　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
セ

鵡
□
鴇
轡

　
　
　
、
　
＼
、
　
　
　
　
－
ト
ト
ト
し
レ
r

　
＼
　
　
　
誉

桂
i屯

～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　至

一文一輩＼襖静i盲1

田代　　　　　　　N
　　　　ドII　　・童f也　　　＼　　　　　∫
　　　　　　　　　　　　　　＼

簾

｝
重R

　　　　清田山

1’1出ン、翻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荷1亘山1 1い

葎沢　　○
　　　　　　　東田尻　　7∫、，ド、　白羽毛　　35，崔1

’
｛
㎞／

　　驚◎

　　　L山

　．締
鷹羽

　豊里

　顧

○
飾

土倉

区分 凡　　　　　例
第一・種

雌
常時2輯泉確保

第二種

懸
常時い1乏線確保

A

一
1車線確保を目標とする

B
、路線i4くの4．ゆ、一りの

ある’騨L
C

ブrレ又は雪陣による1儒

〆
至
ヤ
日
“
t

　
　
域

一
域
地

地
　
沢

　
　
当
田

当
　
東

担
担
・
里

　
　
　
沢
豊

員
　
田
、

委
　
　
・
寺

生民
舌
ξ
－

寸
、
一
．
’
・
．
R
9
3

ネ
　
胆
3
1
23

里
電
＋

中　
　
　
　
　
5

言置ぎ芋沢、田沢、東田沢

2331如来寺、豊里

2407上山、桂
2601　田中、小原、干溝

2012　山崎、荒屋、通り山

8342　高道山、朴木沢、朴木沢新田、桔梗原

2361　白羽毛、たかば、市之越、程島

8757　東田尻、西田尻、西方

8713　角間、葎沢、小出

8213　土倉、倉下

2259芋川、原町、芋川新田
8516　倉俣、新里

8587　重地

8796　清田山、下山

8773　田代

7193宮中
2166　小沢、堀之内

7323　新屋敷、本屋敷
　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

　
助
吉
ン
一
ナ
行
良
郎
平
茂
ヨ
一
平
一
春
ネ
馨
キ

名
常
≠
ケ
定
ハ
裕
重
三
荘
範
ミ
隆
源
栄
栄
ヨ
大
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
秀
　
　
　
フ

氏
島
藤
本
田
藤
口
雲
林
，
本
田
雲
喜
木
田
沢
橋
藤
鳥

　
太
竹
山
広
佐
樋
南
小
山
山
南
斎
鈴
山
滝
高
斎
羽

名
沢
寺
　
中
崎
沢
島
尻
出
倉
川
俣
地
山
代
中
沢
敷

落
　
来
桂
　
　
木
　
田
　
　
　
　
　
田
　
　
　
屋

部
芋
如
　
田
山
朴
程
東
小
土
芋
倉
重
清
田
宮
小
新

届出の必要な施設

織
物
関
連
業
－
染
織
施
設
精
練
機
及
び
精
練
槽

畜
産
農
業
－
豚
房
施
設
（
豚
房
の
総
面
積
が
五
〇
㎡
未
満

　
　
　
　
　
　
　
は
除
く
）

　
　
　
　
　
　
　
牛
房
施
設
（
牛
房
の
総
面
積
が
二
〇
〇
㎡
未

　
　
　
　
　
　
　
満
は
除
く
）

講
灘
牒
「
湯
沸
施
設

豆
製
造
業
、
一

旅
館
業
1
ち
ゅ
う
房
施
設
、
洗
濯
施
設
、
入
浴
施
設

自
動
式
車
輔

洗
浄
施
設
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装
い
も
新
た
に
な
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
道
山
小
学
校
体
育
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
　
俣
診
療
　
所

　
　
写
真
は
改
築
さ
れ
た
高
道
山
小
学
校
体
育
館
と
倉
俣
診
療
所

覆艶愚
響漂

繭

藪

罰磁濁呼

、峯欝篇諜　　　1識弱

　　　鴻》、懸＿
1聞■騨騨騨ウ量

鶴
課

汚
水
排
出
施
設
の
届
出
を
強
化
！

　
最
近
、
水
質
汚
濁
防
止
に
係
る
特
定

施
設
の
届
出
を
し
な
い
で
染
色
・
捺
染

な
ど
汚
水
を
排
水
す
る
事
業
所
（
内
職

も
含
む
）
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
十
日
町
保
健
所
は
汚
水

排
出
施
設
（
特
定
施
設
）
の
届
出
を
五

十
三
年
よ
り
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
通

り
厳
し
く
適
用
し
、
汚
水
公
害
に
対
す

る
姿
勢
を
強
化
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
は
管
内
の
河
川
の
汚
濁
が
著
し

く
進
行
し
て
い
る
中
で
生
活
環
境
を
保

全
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
届
出
の
必
要
な
施
設
と
種
類

　
特
定
施
設
を
設
置
し
て
事
業
を
行
な

お
う
と
す
る
場
合
、
施
設
の
内
部
の
構

造
等
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
工

事
着
工
六
十
日
前
に
届
出
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
他
の
事
業
者
が

操
業
し
て
い
た
施
設
を
譲
り
受
け
、
ま

た
は
借
り
受
け
て
使
用
す
る
場
合
等
も

三
十
日
以
内
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
十
日
町
保
健
所

役
場
保
健
課
で
は
別
表
の
と
お
り
水
質

汚
濁
防
止
法
に
指
定
す
る
事
業
を
行
な

お
う
と
す
る
場
合
は
、
早
目
に
届
出
を

す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
届
出
用
紙
等
、
届
出
に
関
す
る
こ
と

は
役
場
保
健
課
が
窓
口
に
な
っ
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
（
別
表
は
二
面
に
掲
載
）

局
だ
よ
り

　
　
　
米
寿
の
方
へ

　
　
　
　
　
「
湯
の
み
」
を

　
郵
便
局
の
簡
易
保
険
は
創
業
以
来
で

加
入
の
方
の
福
祉
施
設
（
簡
易
保
険
保

養
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
を
設
け
、
福
祉
増

進
に
勤
め
て
お
り
ま
す
。
特
に
高
齢
の

方
に
対
し
て
は
健
康
の
保
持
増
進
・
心

身
の
保
養
の
場
と
し
て
、
加
入
者
ホ
ー

ム
を
設
け
て
ご
利
用
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
年
は
米
寿
（
八
十
八

才
“
明
治
二
十
二
年
生
ま
れ
）
を
迎
え

ら
れ
た
方
全
員
に
、
郵
政
大
臣
の
あ
い

さ
つ
状
と
記
念
品
の
「
湯
の
み
」
を
九

月
十
五
日
（
敬
老
の
日
）
以
降
郵
便
局

か
ら
贈
呈
い
た
し
ま
す
越
後
田
沢
局
（

清
滝
勝
蔵
局
長
）
区
内
の
該
当
者
は
次

の
方
々
で
す
。

“
上
原
留
治
郎
（
上
山
）
“
樋
ロ
ヨ
シ

1調　　あなたの街で曳自然で実
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（
小
原
）
“
藤
ノ
木
徳
賢
（
小
出
）
“

城
田
綱
五
郎
（
上
山
）
“
広
田
辰
蔵
（

小
原
）
”
鈴
木
国
太
郎
（
重
地
）
“
桑

原
カ
ノ
（
西
方
）
“
樋
ロ
マ
ス
（
桔
梗

原
）
“
富
井
嘉
市
（
如
来
寺
）
”
大
島

仁
平
（
白
羽
毛
）

公
給
領
収
証
を

受
け
取
り
ま
し
ょ
う

　
み
な
さ
ん
に
は
こ
れ
か
ら
忘
年
会
や

新
年
会
な
ど
で
、
料
理
店
・
飲
食
店
・

旅
館
、
あ
る
い
は
カ
フ
ェ
ー
バ
ー
な
ど

を
利
用
に
な
る
機
套
が
多
く
な
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
場
合
1
0
％
の
料
理
飲
食
等
消
費

税
が
か
か
り
、
お
店
で
は
税
金
を
受
け
取

っ
た
し
る
し
に
公
給
領
収
証
を
渡
す
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
み
な
さ

ん
が
料
金
と
い
っ
し
ょ
に
料
理
飲
食
消

費
税
を
納
め
た
し
る
し
で
す
か
ら
必
ず

受
け
取
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
一
定
の
金
額
（
免
税
点
）
以
下

の
飲
食
や
宿
泊
に
は
税
金
が
か
か
り
ま

せ
ん
。
こ
の
場
合
に
は
公
給
領
収
証
は

発
行
し
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
（
十
日
町
財
務
事
務
所
）

ス
キ
ー
チ
ー
ム
清
津

　
　
会
員
募
集

　
ス
キ
ー
チ
ー
ム
清
津
は
、
村
内
の
ス

キ
ー
愛
好
者
を
中
心
と
し
た
集
ま
り
で

す
。
今
年
は
次
の
よ
う
な
行
事
計
画
を

も
っ
て
い
ま
す
。

一
月
第
三
日
曜
ー
ス
キ
ー
（
三
俣
）

二
月
第
三
日
曜
ー
ス
キ
ー
一
泊
旅
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
志
賀
）

三
月
－
村
民
ス
キ
ー
大
会
参
加

四
月
第
二
日
曜
ー
ス
キ
ー
（
野
沢
）

五
月
上
旬
－
春
ス
キ
ー

　
会
費
は
一
ヶ
月
五
〇
〇
円
。
女
性
、

初
心
者
歓
迎
。
加
入
申
し
込
み
は
、
公

民
館
（
T
E
L
2
4
9
3
）
へ
ど
う
ぞ
。


